
青垣町東芦田集落の地域計画目標地図を手に、「家族の絆」で集落の農地・農業を守っていきた
いと考える「株式会社百姓屋あしだ」ご家族の集合写真。
現状の経営面積は水稲を中心に小豆、黒豆など約 22 ヘクタールとなっており、当面は 30 ヘク
タールを目指している。
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◆丹波市農業委員会総会・委員研修会の開催���������� ６ページ
◆農地パトロールの実施������������������� ６ページ
◆農地の賃借料情報について����������������� ７ページ
◆女性農業委員の活動紹介・地域計画の策定状況・全国農業新聞について��� ８ページ
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【変更のポイント】
① �令和５年４月１日の農業経営基盤強化促進法の一部改正により、令和７年４月１日から利用権

設定での農地の貸し借りが出来なくなりました。
② �令和７年４月１日以降は、農地中間管理機構（以下「機構」という。）を利用した貸借、または

農地法第３条による貸借となっています。
③ 賃貸借の場合は、機構が、借り手から賃料を徴収し、貸し手に支払います。

農地の貸し借りの手続きが変わりました

これまでの手続き

令和７年４月１日からの手続き

当事者による貸借

農地中間管理機構による貸借

農地中間管理機構による貸借

申出書

申出書

市で受付

または

貸し手と借り手調整（マッチング）農業委員会の決定を経て公告

目標地図との適合等を確認
農業委員会の意見聴取

農地の権利設定の手続き

市

市

機
構

機
構

貸し手

貸し手

貸し手

申出書

借り手

借り手

借り手

申込書
契約条件調整

契約条件調整

※手続き方法一本化
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農地中間管理機構による貸借の流れについて

安心で豊かな老後のために農業者年金に加入しましょう！
農業者年金加入条件 次の要件を満たす方は

どなたでも加入できます。
① 60歳未満の方
②年間 60日以上農業に従事（配偶者・後継者も可）
③国民年金第 1号被保険者

① 保険料は全額が社会保険料控除され節税になります
② 政策支援加入で国庫補助が受けられます 対象は認定農業者、認定新就農者で青色申告をしている人。

このほか、上記の家族経営協定を結んだ配偶者や後継者も対象になります。
③ ライフステージに応じて保険料を変更できます 収入が多い時は保険料を増やせば節税メリットも拡大します。

④ 確定拠出型のため安心な年金制度となっています

農業者年金のメリット農業者年金のメリット

農
積

者
年

業
立

年
金
金 は

貸し手・借り手
申出書１部 作成

１
貸し手

各筆明細書に
署名又は
記名・押印

５

貸し手
農林振興課へ
各筆明細書を

提出

６

農林振興課
貸し手へ各筆
明細書を送付

４

借り手
各筆明細書に

署名又は
記名・押印

５

借り手
農林振興課へ
各筆明細書を

提出

６

農林振興課
借り手へ各筆
明細書を送付

４

申出書提出
農林振興課
申出内容を確認

２

農地中間管理機構・農業委員会
審議

３

公告８

農地中間管理機構
内容を確認

７

貸借開始
（申出書の提出から３か月）

９

提出期限は貸借開始の
３か月前の属する月の
月末まで

申出月の翌月

審議後

５へ進む

４から続く

申出月の翌々月

⃝農林振興課　農村保全係　電話　0795-74-1707
※申出書は各支所（春日支所を除く）又は農林振興課に配置されています。
　また、丹波市ホームページ（ID：1337）にも掲載されています。 QRコード

提出及び
問合せ先

丹波市農業委員会だより3



・
・
・
私
が
思
う
に
多
分
、
他
の
農

家
さ
ん
も
一
緒
だ
と
思
い
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
農
作
業
を
行
い

収
穫
し
た
も
の
を
み
ん
な
で
楽
し
く

美
味
し
く
い
た
だ
け
る
時
間
、
私
が

さ
さ
や
か
な
幸
せ
を
感
じ
る
時
間
で

す
。

　
『
マ
イ
シ
ア
』
を
家
族
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
今
後
も
さ
さ
や
か
な
幸

せ
の
種
を
ま
き
、
さ
さ
や
か
な
幸
せ

を
農
業
で
作
り
出
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

今
ま
で
農
業
や
米
づ
く
り
に
関
心
が

低
か
っ
た
周
囲
の
人
達
が
高
い
関

心
を
抱
か
れ
、
い
ろ
い
ろ
と
米
づ
く

り
や
農
業
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
る
こ

と
が
増
え
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
こ
そ
、
農
業
人
口
が
増

加
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
農
業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者

不
足
、
遊
休
農
地
に
絡
む
地
域
環

境
等
、
こ
れ
か
ら
未
来
に
向
け
て
ど

の
地
域
も
深
刻
な
課
題
に
な
っ
て

お
り
、
大
規
模
化
や
農
地
集
積
も
大

切
な
方
法
で
す
が
、
根
本
的
な
解
決

策
に
は
至
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

丹
波
市
に
は
、
新
規
就
農
を
実
現

さ
せ
た
い
と
い
う
志
が
あ
る
方
々
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
農み

の
り

の
学
校
」
が
あ

り
、
農
業
人
財
と
い
う
種
を
撒
か

れ
、
夫
々
の
果
実
を
実
ら
せ
て
お
ら

れ
ま
す
。
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
の
裾
野
を
広
げ
ら
れ
た
な

ら
、
丹
波
市
が
農
業
人
口
増
加
率

日
本
一
と
な
り
、
農
業
を
取
り
巻
く

様
々
な
課
題
解
決
を
成
し
遂
げ
ら

れ
る
日
が
来
る
の
で
は
な
い
か
？

と
・
・
・
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
分
で
栽
培
し
た
も
の
が
「
い
ち

ば
ん
信
頼
で
き
て
、
美
味
し
い
。」�

柏
原
町
下
小
倉

小
西
　
利
明

　

昨
今
、
令
和
の
米
騒
動
・
・
・
テ

レ
ビ
等
の
ニ
ュ
ー
ス
で
毎
日
の
よ
う

に
報
道
さ
れ
、
米
づ
く
り
や
農
業
が

世
間
的
に
も
大
き
な
話
題
と
な
り
、

青
垣
町
山
垣

　
丹
波
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ガ
ー
デ
ン

　
足
立
　
真

五
年
前
に
大
阪
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン

し
、
青
垣
地
域
で
農
業
を
始
め
ま
し

た
。
現
在
は
、
米
・
枝
豆
や
約
千
五

百
本
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
栽
培
し
、

道
の
駅
や
ス
ー
パ
ー
に
出
荷
し
て
い

ま
す
。

地
域
の
自
然
や
人
の
温
か
さ
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
で

美
味
し
い
農
産
物
を
届
け
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
観
光
・
体
験
農
園
と
し
て

の
展
開
を
目
指
し
、
地
域
に
雇
用
を

生
み
出
し
な
が
ら
、
都
市
部
か
ら
人

地域地域からのからの

たよりたより

農
を
通
じ
て

青
垣
で
育
む
、

未
来
を
つ
な
ぐ
農
業

【小西利明さん（左から３人目）とご家族】
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を
呼
び
込
み
、
地
元
の
に
ぎ
わ
い
創

出
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
身
の
経
験
を
生
か

し
、
体
に
無
理
の
な
い
持
続
可
能
な

農
業
に
も
挑
戦
中
で
す
。

む
い
む
い
フ
ァ
ー
ム
と
い
う
屋
号

は
、
前
職
の
児
童
福
祉
の
仕
事
を
し

て
い
た
頃
、
幼
児
さ
ん
と
し
ゃ
べ
る

と
き
に
虫
の
こ
と
を
む
い
む
い
さ
ん

と
呼
ん
で
い
た
こ
と
に
始
ま
り
ま

す
。畑

に
立
つ
と
、
多
種
多
様
な
生
き

物
た
ち
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
農
家
に

と
っ
て
は
駆
除
す
べ
き
不
必
要
な
雑

草
や
害
虫
で
あ
っ
て
も
、
自
然
と
い

う
大
き
な
循
環
の
中
で
は
役
割
が

あ
り
意
味
が
あ
る
。

無
為
自
然
＝
あ
り
の
ま
ま
、
何
か

し
よ
う
と
し
な
く
て
も
天
地
は
全
て

の
こ
と
を
為
し
て
い
る
。
む
い
む
い

さ
ん
・
無
為
自
然
、
こ
れ
が
屋
号
に

込
め
た
私
の
想
い
で
す
。

肥
料
や
農
薬
は
施
さ
ず
、
自
然
の

循
環
の
力
を
最
大
限
に
生
か
す
自

然
栽
培
に
ひ
か
れ
、
野
菜
が
持
つ
生

き
る
力
を
最
大
限
発
揮
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
日
々
畑
と
向
き
合
っ
て

い
ま
す
。
人
の
手
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
の
は
土
の
物
理
性
に
対
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ
と
環
境
づ
く
り
く
ら
い

な
の
で
、“
私
が
育
て
ま
し
た
”
と

い
う
よ
り
“
野
菜
が
育
っ
て
く
れ
ま

し
た
”
と
い
う
感
覚
で
す
。
お
客
さ

ん
に
食
べ
て
頂
く
時
に
、
味
や
栄
養

素
も
大
切
で
す
が
、
野
菜
が
ど
ん
な

と
こ
ろ
で
生
ま
れ
育
ち
、
ど
ん
な
生

き
方
を
し
て
き
た
の
か
に
思
い
を
馳

せ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
就
農
当
初
か

ら
収
穫
体
験
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
農
村
の
豊
か
さ
、

畑
の
楽
し
さ
を
発
信
し
な
が
ら
、
農

業
者
と
し
て
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
島
町
喜
多

　
む
い
む
い
フ
ァ
ー
ム

嶺
尾
　
洋
人

市
島
町
の
鴨
庄
で
野
菜
を
中
心

に
農
業
を
は
じ
め
、
こ
の
春
で
四
年

目
と
な
り
ま
す
。

む
い
む
い
フ
ァ
ー
ム
に

つ
い
て

【嶺尾洋人さんと収穫体験
をする子どもたち】

む
い
む
い
フ
ァ
ー
ム
　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

【足立真さんとお子さん】
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令
和
七
年
七
月
一
日
に
第
二
十

二
回
丹
波
市
農
業
委
員
会
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
現
在
の
委
員
は
、

令
和
七
年
七
月
か
ら
三
年
目
の
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
今
和
七
年
度
の
事
業

計
画
や
地
域
委
員
会
等
の
役
員
構

成
、
市
が
組
織
す
る
各
種
委
員
会
の

委
員
を
決
定
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、
委
員
研
修

会
を
開
催
し
、「
宅
地
造
成
及
び
特

定
盛
土
等
規
制
法（
盛
土
規
制
法
）

に
つ
い
て
」
丹
波
県
民
局
丹
波
土
木

事
務
所
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

宅
地
や
雑
種
地
等
へ
の
農
地
転

用
に
限
ら
ず
、
田
か
ら
畑
へ
の
転
換

を
目
的
と
し
た
農
地
改
良
（
か
さ
上

げ
）
に
つ
い
て
も
、
盛
土
規
制
法
の

適
用
を
受
け
る
場
合
が
あ
る
た
め
、

か
さ
上
げ
を
目
的
と
し
た
農
地
の
形

状
変
更
届
出
前
や
、
農
地
転
用
許

可
申
請
前
に
、
丹
波
土
木
事
務
所

へ
ご
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
薦
め
し

ま
す
。

丹
波
市
農
業
委
員
会
総
会
・
委
員
研
修
会
の
開
催

丹
波
市
農
業
委
員
会
総
会
・
委
員
研
修
会
の
開
催

【総会の様子】

【農地パトロールの様子】

【研修会の様子】

毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
令
和
七
年
八
月
十
五
日

か
ら
二
十
一
日
に
か
け
て
、
市
内
全

域
で
実
施
し
ま
し
た
。
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
は
農
地
の
利
用
状
況
・
転
用

許
可
後
の
状
況
の
確
認
、
さ
ら
に
遊

休
農
地
の
調
査
等
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。　

パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、
遊
休
農
地

は
山
間
部
だ
け
で
な
く
、
農
振
農
用

地
区
域
内
の
平
地
に
つ
い
て
も
増
加

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

農
地
が
相
続
さ
れ
な
い
場
合
や

耕
作
者
の
高
齢
化
に
伴
う
離
農
な

ど
、
遊
休
農
地
と
な
る
理
由
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

遊
休
農
地
に
つ
い
て
は
、
当
該
農

地
所
有
者
や
耕
作
者
に
対
し
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
よ
る
面

談
や
利
用
意
向
調
査
を
行
い
ま

す
。
農
地
が
遊
休
化
す
る
こ
と
で
、

農
地
集
積
の
支
障
と
な
り
、
病
害
虫

の
発
生
を
助
長
し
、
有
害
鳥
獣
の
隠

れ
場
所
に
な
る
な
ど
農
業
振
興
や

地
域
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
お

よ
ぼ
し
ま
す
。

市
・
県
で
は
遊
休
農
地
を
新
た
に

取
得
又
は
借
り
受
け
て
耕
作
す
る

場
合
の
補
助
制
度
を
創
設
し
て
お

り
ま
す
。

詳
細
は
、
産
業
経
済
部
農
林
振

興
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
農
地
の
管
理
に
つ
い
て
、

将
来
へ
の
不
安
や
お
困
り
ご
と
は
、

担
当
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
や
農
業
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
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農地の賃借料情報について

　農地の貸し借りには、無償で貸借する使用貸借と、借主が賃借料を貸主に支払う
賃貸借の２種類があります。過去５年間の貸借における権利設定（使用貸借と賃貸
借の件数と割合）の情報を提供します。

件数
区分／年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

使 用 貸 借 1,686 件 1,778 件 1,684 件 1,694 件 1,887 件

賃 貸 借 479 件 470 件 439 件 284 件 306 件

合　計 2,165 件 2,248 件 2,123 件 1,978 件 2,193 件

※１　�令和６年中（令和６年１月１日から令和６年 12 月 31 日まで）に農地法及び旧農業経
営基盤強化促進法、農地中間管理事業の推進に関する法律により設定された、賃貸借
（306 件）の賃借料の平均単価です。

※２　�標準的な賃借料を算出するため、全賃借料の平均値±（平均値× 70％）を超えるもの
を除いています。

※３　金額は、算出結果を四捨五入し、100 円単位としています。

⃝�　上記の賃借料単価は、あくまでも平均単価であるため、地域性や農地の状況、
栽培される作物、水利費等も含め、貸し手・借り手双方により十分に協議し、
決定して下さい。

割合と平均単価

丹波市ホームページ ID：5050
QRコード

賃貸借　14％
賃借料の平均単価　※１
水稲　　　　　7,300円／10a
野菜その他　　5,300円／10a

使用貸借　86％

令和６年
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発行：丹波市農業委員会　編集：情報提供検討委員会
委 員 長　谷田 豊明	 副委員長　中村 直樹
委　　員　畑中 　忍	 委　　員　西田 明弘	 委　　員　足立 　靖
委　　員　荻野 一馬	 委　　員　後藤 康介	 委　　員　大隅 保夫

丹
波
市
農
業
委
員
会
で
は
二
名
の
女
性
農

業
委
員
が
在
籍
し
て
お
り
、
農
地
法
に
関
す

る
申
請
案
件
の
相
談
・
現
地
調
査
だ
け
で
な

く
、
女
性
農
業
者
の
相
談
役
と
し
て
地
域
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
女
性
農
業
者
の
会
（
丹
波

根
っ
こ
の
会
）
に
も
在
籍
し
て
お
り
、
農
業

委
員
会
の
委
員
活
動
に
関
す
る
情
報
提
供
や

研
修
会
を
開
催
し
、
農
業
委
員
会
活
動
の
普

及
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

地
域
計
画
と
は
、
将
来
、
地
域
の
農
地
を

誰
が
利
用
し
、
守
っ
て
い
く
の
か
等
に
つ
い

て
、
地
域
の
課
題
を
話
し
合
い
、「
十
年
後
の

農
地
利
用
の
姿
」
を
ま
と
め
て
い
く
計
画
で

す
。（
地
域
計
画
は
、
策
定
後
も
随
時
見
直
し

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

丹
波
市
で
は
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
が
策

定
さ
れ
て
い
た
七
十
八
集
落
を
、
重
点
的
に

策
定
を
進
め
、
令
和
五
年
度
か
ら
令
和
六
年

度
の
二
年
間
で
、
計
九
十
三
集
落
で
地
域
計

画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

目
標
地
図
の
素
案
を
作
成
す
る
中
で
、
農

業
を
担
う
方
の
高
齢
化
や
、
農
業
経
営
の
状

況
悪
化
等
の
理
由
に
よ
り
、
離
農
さ
れ
る
方

が
増
加
し
て
い
る
な
ど
、
農
業
に
対
す
る
課

題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
農
業
委
員
の

活
動
紹
介

地
域
計
画
の

策
定
状
況

全国農業新聞を
読んでみませんか
農業者の視点でお届けします
　① 解説に力点をおいた企画編集とニュース報道
　② 農政・農業・農村の動き、問題をタイムリーに
　③ 実務情報と経営者マインド
　④ 読者の心に訴え、ともに生きる
　⑤ 老若男女が楽しく読める

購読申し込みは丹波市農業委員会へ　☎ 0795-74-1504

発行日�������毎週金曜日
購読料����� 1か月 700円
（※令和８年４月分から１か月900円になります。）

【橋本慶子委員（左）と山本浩子委員（右）】

【説明会の様子】
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